
　
連
合
に
よ

る
第
3
回
集

計
で
は
春
闘

の
賃
上
げ
率

が
5
・
42
％
と
報
じ
ら
れ
た
。

2
年
連
続
で
5
％
台
の
高
水
準

と
の
こ
と
。
ま
た
、
中
小
の
組

合
の
賃
上
げ
率
も
5
％
台
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
良
い
流
れ

に
あ
る
か
に
思
わ
れ
た
が
、
ア

メ
リ
カ
大
統
領
の
発
言
で
ど
う

な
っ
て
い
く
か
不
透
明
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
▼
4
月
に
も
多
種

多
様
な
物
の
値
段
も
上
が
っ

た
。
米
に
至
っ
て
は
備
蓄
米
の

放
出
も
焼
け
石
に
水
な
の
か
値

上
が
り
が
続
き
、
と
う
と
う
毎

月
備
蓄
米
を
放
出
す
る
と
の
こ

と
。
賃
上
げ
と
物
価
上
昇
の
好

循
環
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？　

道
は
険
し
そ
う
で
あ
る
▼
一

方
、
医
療
介
護
関
係
の
公
的
医

療
保
険
・
介
護
保
険
に
依
っ
て

い
る
統
制
経
済
下
に
あ
る
と
こ

ろ
は
、
2
年
や
3
年
間
隔
の
報

酬
改
定
の
時
を
待
た
な
い
と
価

格
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
間

も
、
い
ろ
い
ろ
な
経
費
は
物
価

上
昇
と
と
も
に
上
が
っ
て
い

く
。
働
く
方
の
賃
金
を
上
げ
る

の
も
大
変
で
、
人
手
不
足
に
拍

車
が
か
か
る
。
改
定
で
上
が
れ

ば
ま
だ
良
い
が
、
1
年
程
前
の

訪
問
介
護
の
よ
う
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
し
ま
う
と
、
赤
字
に
陥

る
事
業
所
が
増
え
、
廃
業
を
選

択
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
も

出
る
▼
そ
ん
な
中
、
日
本
医
師

会
・
6
病
院
団
体
が
合
同
声
明

を
出
し
た
。
そ
の
中
で
「
高
齢

化
の
伸
び
の
範
囲
内
に
抑
制
す

る
」
と
い
う
社
会
保
障
予
算
の

目
安
対
応
の
廃
止
を
求
め
て
い

る
が
、
政
府
与
党
な
ど
三
党
合

意
で
は
社
会
保
障
費
の
削
減
を

挙
げ
て
い
る
。
ど
う
な
っ
て
い

く
の
で
あ
ろ
う
。
目
の
前
が
暗

く
な
る
。 

（
門
雀
庵
）

正・副議長の再任が決定
　
京
都
府
保
険
医
協
会

は
代
議
員
会
議
長
、
副

議
長
の
選
挙
公
示
を
4

月
10
日
（
本
紙
第
3
1

9
1
号
）
に
行
い
、
立

候
補
届
を
21
日
16
時
に

締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
定
数
内
の
立

候
補
で
あ
っ
た
た
め
、

投
票
を
行
わ
ず
立
候
補

者
を
も
っ
て
当
選
人
と

決
定
し
た
（
選
出
内
規

第
16
条
）。
な
お
同
規

定
に
よ
り
臨
時
代
議
員

会
は
開
催
し
な
い
。

　
任
期
は
2
0
2
5
年

5
月
1
日
か
ら
27
年
4

月
30
日
ま
で
。

議
　
長
　
飯
田
　
泰
啓 

（
相 

楽
） 

再
任

副
議
長
　
戎
井
　
浩
二 

（
山 

科
） 

再
任

（
敬
称
略
）

　
2
0
2
4
年
度

診
療
報
酬
改
定

で
、
脂
質
異
常

症
・
高
血
圧
症
・

糖
尿
病
が
な
ぜ
か

特
定
疾
患
療
養
管

理
料
対
象
疾
患
か
ら
除
外
と
な

り
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
算
定

時
の
患
者
と
の
文
書
契
約
が
日

常
診
療
で
常
態
化
、
定
期
的
な

交
付
が
算
定
要
件
と
な
っ
た
。

医
療
D
X
進
捗
に
伴
う
頻
回

の
届
出
直
し
の
必
要
な
施
設
基

準
が
新
設
さ
れ
た
。
診
療
に
無

関
係
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

が
新
設
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
率
で
毎
月
請
求
金
額
が
変

わ
る
医
療
D
X
推
進
体
制
整

備
加
算
も
あ
る
。
そ
し
て
毎
年

の
薬
価
改
定
。
診
療
に
無
益
な

業
務
ば
か
り
増
え
て
き
た
。

　
2
0
2
3
年
11
月
に
財
務
省

が
「
機
動
的
調
査
」
を
公
表
。

2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
2
2

年
度
ま
で
の
医
療
法
人
事
業
報

告
書
等
の
調
査
で
、「
医
療
法

人
診
療
所
は
2
0
2
2
年
度
の

経
常
利
益
率
が
8
・
8
％
で
2

0
2
0
年
度
の
3
・
0
％
と
比

べ
大
き
く
儲
か
っ
て
い
る
」
と

の
資
料
を
提
出
。
診
療
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
の
根
拠
と
し
た
。

　
何
か
お
か
し
い
。
2
0
2
0

年
度
は
コ
ロ
ナ
流
行
初
期
、
診

療
が
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
他
方

2
0
2
2
年
度
は
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
等
の
流
行
に
よ
る
感
染
者
数

の
爆
発
的
増
加
、
発
熱
外
来
の

設
置
、
抗
コ
ロ
ナ
薬
の
臨
床
供

与
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
公
費
接

種
等
で
医
療
機
関
は
多
忙
を
極

め
、
支
援
金
等
の
支
給
も
あ
っ

た
。
こ
の
時
期
の
調
査
で
開
業

医
は
「
儲
か
っ
て
い
る
」
の

で
、
診
療
報
酬
は
マ
イ
ナ
ス
改

定
し
て
も
賃
上
げ
は
可
能
と
さ

れ
た
。
な
ぜ
2
0
2
0
年
度
と

2
0
2
2
年
度
の
比
較
だ
っ
た

の
か
？　
保
険
医
協
会
は
こ
の

「
機
動
的
調
査
」
に
疑
問
を
抱

き
、
京
都
府
の
資
料
を
基
に
調

査
中
で
あ
る
。

　
改
定
を
見
送
ら
れ
た
高
額
療

養
費
制
度
に
影
響
す
る
高
額
薬

剤
の
不
透
明
な
薬
価
決
定
法
。

医
師
偏
在
対
策
の
た
め
と
さ
れ

る
医
師
過
多
区
域
で
の
開
業
規

制
。
医
師
過
多
の
た
め
過
剰
な

医
療
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
が

適
切
な
医
療
と
は
何
か
？　
経

済
集
中
で
昼
間
人
口
が
定
住
人

口
に
比
し
著
増
す
る
地
域
に
医

療
機
関
が
集
中
し
医
師
過
多
と

評
価
さ
れ
る
（
医
療
過
多
か
は

不
明
）。
医
師
偏
在
対
策
に
は

人
口
偏
在
対
策
、
経
済
偏
在
対

策
が
必
須
で
あ
る
。
財
務
省
は

厚
労
省
の
頭
越
し
に
医
療
政
策

を
先
導
、
中
医
協
で
の
審
議
決

定
を
待
た
ず
に
診
療
報
酬
を
決

定
し
て
い
る
。
今
後
も
「
機
動

的
調
査
」
の
よ
う
に
自
ら
の
調

査
を
基
に
政
策
を
進
め
る
な

ら
、
根
拠
と
な
る
資
料
の
透
明

性
の
あ
る
開
示
が
必
要
で
あ
る
。

財
務
省
の
医
療
政
策
先
導
に
疑
義

　
日
本
が
「
構
造
改
革
」
す
な

わ
ち
新
自
由
主
義
改
革
に
舵
を

切
っ
て
か
ら
30
年
以
上
が
経
と

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
医

療
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障

は
歳
出
抑
制
と
規
制
緩
和
、

「
国
か
ら
地
方
へ
」「
官
か
ら
民

へ
」
の
波
に
見
舞
わ
れ
、
非
常

な
困
難
を
経
験
し
て
き
た
。
そ

こ
で
、
さ
ら
に
今
後
起
こ
る
で

あ
ろ
う
「
改
革
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
意
見
を
聞
い
た
。

　
24
年
10
月
か
ら
25
年
4
月
に

開
催
し
た
各
地
区
医
師
会
と
の

懇
談
会
で
関
連
す
る
報
告
を
行

い
、
併
せ
て
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
対
象
者
2
2
4
6
人

の
う
ち
3
3
6
人
か
ら
回
答

（
15
％
）
が
あ
っ
た
。 

高
齢
者
の
負
担
増
は

賛
否
拮
抗

　
全
世
代
型
社
会
保
障
と
銘

打
っ
て
「
年
齢
で
は
な
く
能
力

に
応
じ
た
負
担
」
を
謳
い
、
75

歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
が

3
割
と
な
る
人
の
対
象
範
囲
を

拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
複
数
回
答
で
聞
い
た
。

　
高
齢
者
の
負
担
増
に
つ
い
て

僅
差
で
あ
る
が
「
若
年
世
代
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
は
高
齢

者
の
負
担
増
も
い
た
し
か
た
な

い
」42
％
が「
高
齢
者
は
若
年
世

代
に
比
べ
て
病
気
に
か
か
り
や

す
く
、負
担
増
は
受
診
抑
制
、健

康
悪
化
に
つ
な
が
る
の
で
行
う

べ
き
で
な
い
」
41
％
を
上
回
っ

た
。「
医
療
費
抑
制
あ
り
き
で
は

な
く
医
療
費
全
体
を
拡
大
す
べ

き
」も
37
％
あ
っ
た
（
図
1
）。

混
合
診
療
も

賛
否
分
か
れ
る

　
後
発
品
の
あ
る
長
期
収
載
品

の「
選
定
療
養
化
」を
皮
切
り
に

保
険
外
併
用
療
養
費
の
活
用
拡

大
な
ど
、
保
険
給
付
範
囲
を
狭

め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
複
数
回
答
で
聞
い
た
。

　
「
保
険
財
政
が
潤
沢
で
な
い

の
で
あ
れ
ば
混
合
診
療
も
い
た

し
か
た
な
い
」が
41
％
、「
医
療

費
抑
制
あ
り
き
で
は
な
く
医
療

費
全
体
を
拡
大
す
べ
き
」が
38

％
、「
選
定
療
養
の
仕
組
み
を
拡

大
す
る
こ
と
は
混
合
診
療
の
拡

大
に
つ
な
が
る
の
で
認
め
ら
れ

な
い
」が
32
％
と
な
っ
た（
図
2
）。

か
か
り
つ
け
医
制
度
は

負
担
増
、
義
務
化
不
要

　
25
年
4
月
か
ら
「
か
か
り
つ

け
医
機
能
報
告
制
度
」
が
始
ま

る
こ
と
に
つ
い
て
複
数
回
答
で

聞
い
た
。

　
「
地
域
の
医
療
者
は
専
門
性

を
発
揮
し
て
す
で
に
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で

義
務
化
は
不
要
」
68
％
、「
報

告
が
義
務
化
さ
れ
る
と
事
務
負

担
が
重
す
ぎ
る
」
63
％
が
大
方

の
意
見
で
、「
地
域
の
医
療
提

供
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
は

必
要
」
は
7
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
（
図
3
）。

自
由
開
業
は
半
数
が
維
持

　
都
市
部
の
開
業
医
が
多
い
こ

と
な
ど
地
域
間
、
診
療
科
間
、

病
院
・
診
療
所
間
の
医
師
の
偏

在
を
攻
撃
し
、
医
師
多
数
区
域

で
の
開
業
規
制
に
踏
み
出
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
複

数
回
答
で
聞
い
た
。

　
半
数
近
く
が
「
開
業
の
自
由

は
維
持
す
べ
き
」
と
回
答
し

た
。
一
方
で
「
計
画
配
置
も
や

む
な
し
」が
33
％
あ
る
。「
過
疎

地
の
医
療
維
持
の
た
め
に
公
的

支
援
と
地
域
活
性
化
が
必
要
」

ぼ
半
数
が
訴
え
た
い
こ
と
が

「
あ
る
」
と
し
た
が
、
36
％
は

「
な
い
」
と
答
え
た
（
図
5
）。

さ
ら
に
「
保
険
で
良
い

医
療
と
医
業
」を

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
高
齢

者
の
負
担
増
や
混
合
診
療
の
拡

大
に
つ
い
て
「
い
た
し
か
た
な

い
」
が
想
定
以
上
に
高
い
値
と

な
っ
た
。
長
き
に
わ
た
る
医
療

費
抑
制
策
の
中
で
、
諦
観
が
広

が
っ
て
い
る
面
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
中
で
も
「
混
合
診

療
」
に
つ
い
て
は
そ
の
捉
え
方

が
千
差
万
別
で
あ
り
、
丁
寧
な

設
問
が
必
要
で
あ
っ
た
と
の
反

省
も
あ
る
。「
保
険
で
良
い
医

療
と
医
業
」
の
両
立
を
体
現
す

る
の
が
、
保
険
医
協
会
の
「
混

合
診
療
解
禁
反
対
」
の
ス
タ
ン

ス
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
た
合

意
形
成
を
あ
ら
た
め
て
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
さ
ら
な
る「
改
革
」

高
齢
者
負
担
、混
合
診
療
に
賛
否

2
0
2
4
年
度
地
区
懇
ア
ン
ケ
ー
ト

が
最
も
多
い

54
％
と
な
っ

た
。「
医
師

の
総
数
を
増

や
す
べ
き
」

は
8
％
に
と

ど
ま
っ
た

（
図
4
）。

　
診
療
報
酬

制
度
、
医
療

制
度
、
公
衆

衛
生
政
策
の

問
題
や
矛
盾

に
つ
い
て
訴

え
た
い
こ
と

が
あ
る
か
に

つ
い
て
、
ほ

0 20 40 60 80 100

ある 49% ない 36%ない 36% 無回答
15%

図５　政府に訴えたいことがあるか

図１　75歳以上の３割負担拡大

※全て複数回答

7％
37％
41％
42％負担増もいたしかたない

負担増は行うべきでない
医療費全体を拡大すべき

その他

5％

38％
41％

32％

混合診療もいたしかたない
医療費全体を拡大すべき
選定療養拡大認められぬ

その他

4％
7％

68％
63％

義務化は不要
事務負担が重すぎる

整備するためには必要
その他

8％

54％

33％
49％

地域の活性化も必要
開業の自由は維持すべき

計画的に医師を配置
医師の総数を増やす

その他 7％

図２　保険給付範囲の縮小

図３　かかりつけ医機能報告制度

図４　医師多数区域の開業規制
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協
会
は
相
楽
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
3
月
22
日
に
ホ
テ
ル
日

航
奈
良
で
開
催
。
地
区
か
ら
29

人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し

た
。
相
楽
医
師
会
の
下
里
豪
俊

副
会
長
の
司
会
で
開
会
。
同
会

の
岸
田
秀
樹
会
長
か
ら
「
電
子

処
方
箋
対
応
の
有
無
・
マ
イ
ナ

利
用
率
で
評
価
さ
れ
る
医
療
Ｄ

Ⅹ
加
算
な
ど
に
ど
う
対
応
し
て

い
く
べ
き
か
、
協
会
の
意
見
を

参
考
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
協
会
か
ら
「
社
会
保

障
制
度
の
行
方
と
医
療
提
供
体

制
改
革
」
を
話
題
提
供
し
た
。

　
医
療
制
度
の
問
題
に
つ
い

て
、
地
区
か
ら
「
赤
ひ
げ
精
神

だ
け
で
は
医
療
は
や
っ
て
い
け

な
い
。
我
々
の
思
い
を
何
と
か

伝
え
た
い
が
、
患
者
目
線
で
の

問
題
点
の
解
説
な
ど
何
か
良
い

ア
イ
デ
ア
は
あ
る
か
」「
患
者

に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
意

味
『
報
酬
』
だ
。
良
い
医
療
を

受
け
ら
れ
て
患
者
が
満
足
し

て
、
両
者
が
満
た
さ
れ
る
よ
う

な
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
協
会
は

「
問
題
を
ど
う
国
民
に
訴
え
て

い
く
か
だ
が
、
こ
の
間
の
高
額

療
養
費
制
度
の
改
悪
反
対
運
動

に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。
患
者
の
声
が
実
施
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
た
形
だ
が
、
医

療
者
が
患
者
と
一
緒
に
な
っ
て

ど
う
運
動
を
作
っ
て
い
く
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
だ
ろ
う
」

「
患
者
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
は

医
療
者
冥
利
に
尽
き
る
。
そ
の

た
め
の
対
価
と
し
て
診
療
報
酬

が
あ
る
と
の
原
点
に
立
つ
べ
き

だ
ろ
う
。
診
療
報
酬
自
体
も
あ

る
程
度
の
水
準
が
な
い
と
医
療

の
質
を
担
保
で
き
な
い
。
一
定

水
準
の
医
療
を
受
け
る
た
め
に

は
こ
れ
く
ら
い
の
負
担
は
必
要

と
い
っ
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
国

民
と
と
も
に
作
っ
て
い
く
こ
と

も
大
切
だ
」
と
回
答
し
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
に
つ
い
て
、
地
区
か
ら
「
最

終
的
な
狙
い
は
医
師
の
収
入
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
あ
る
と
思
う

が
、
現
時
点
で
の
注
意
点
は
あ

　
第
1
部
で
は
エ
ニ
ー
タ
イ
ム

ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
㈱
の
牟
田
修
氏
が
第
三
者
承

継
、
第
2
部
で
は
Ｒ
＆
Ｔ
メ

デ
ィ
カ
ル
㈱
の
杉
谷
孝
史
氏
が

閉
院
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
第
1
部
で
牟
田
氏
は
開
業
医

の
高
齢
化
を
背
景
に
地
方
の
後

継
者
不
足
の
深
刻
化
を
説
明
。

2
0
1
9
年
の
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
の
調
査
で
は
後
継
者
が
い

な
い
医
院
の
比
率
は
85
％
で
、

全
業
種
平
均
65
％
を
上
回
っ
た

と
述
べ
、
地
域
医
療
を
守
る
観

点
か
ら
も
第
三
者
承
継
は
有
効

な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
た
。
事

講
師
の
牟
田
氏（
上
）と
杉
谷
氏

決
定
の
参
考
に
で
き
る
こ
と
、

売
り
手
買
い
手
と
も
に
匿
名
で

条
件
の
み
を
提
示
し
マ
ッ
チ
ン

グ
が
行
え
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ

た
。
自
身
が
関
わ
っ
た
Ｍ
＆
Ａ

の
失
敗
、
成
功
事
例
も
紹
介
し

た
。

　
第
2
部
で
杉
谷
氏
か
ら
閉
院

の
流
れ
を
解
説
。
テ
ナ
ン
ト
開

業
の
場
合
、
テ
ナ
ン
ト
の
原
状

回
復
工
事
が
必
要
と
な
り
、
22

年
4
月
1
日
以
降
に
着
工
す
る

解
体
・
改
修
工
事
は
石
綿
に
関

す
る
事
前
調
査
が
義
務
化
さ
れ

た
た
め
、
少
な
く
と
も
閉
院
の

3
カ
月
前
に
は
事
前
調
査
の
発

注
が
必
要
と
述
べ
た
。
ま
た
、

事
前
調
査
発
注
と
同
時
に
テ
ナ

ン
ト
解
約
の
申
し
込
み
、
従
業

員
へ
の
周
知
、
2
カ
月
前
に
は

患
者
へ
案
内
、
紹
介
状
の
準

備
、
閉
院
時
に
保
険
医
療
機
関

廃
止
の
手
続
き
、
閉
院
後
に
テ

ナ
ン
ト
の
原
状
回
復
工
事
の
開

始
―
の
流
れ
を
紹
介
し
た
。
閉

院
時
の
注
意
点
と
し
て
、
書
類

等
保
管
先
の
確
保
、
医
薬
品
の

処
分
、
医
療
機
器
な
ど
の
残
置

物
の
処
分
な
ど
を
挙
げ
、
特
に

医
療
機
器
は
リ
ー
ス
か
ど
う
か

な
ど
の
確
認
も
必
要
と
述
べ

た
。
医
療
機
器
等
の
撤
去
作
業

時
の
事
例
を
紹
介
し
、
電
源

ケ
ー
ブ
ル
の
穴
が
残
存
す
る
場

合
や
流
し
台
下
の
給
排
水
設
備

の
撤
去
は
一
般
的
に
撤
去
前
に

出
さ
れ
る
解
体
撤
去
工
事
の
見

積
り
に
含
ま
れ
な
い
た
め
別
途

費
用
を
要
す
る
と
説
明
し
た
。

地域医療守る選択肢に地域医療守る選択肢に
第三者承継・閉院セミナー

※
Ｍ
＆
Ｄ
保
険
医
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
全
国
34
以
上
の
都
府
県
の

保
険
医
協
会
が
参
加
す
る
共
同

購
入
事
業
。
大
阪
府
保
険
医
協

同
組
合
の
1
0
0
％
資
本
で
運

営
す
る
大
保
協
商
事
㈱
が
窓
口

と
な
り
、
大
阪
府
保
険
医
協
同

組
合
が
扱
う
購
買
事
業
の
商
品

の
多
数
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

る
か
」
と
の
質
問
に
つ

い
て
は
、「
外
来
医
療

計
画
と
結
び
付
け
て
か

か
り
つ
け
医
を
縛
り
付

け
た
い
の
は
透
け
て
見

え
る
。
現
在
の
と
こ
ろ

は
研
修
を
受
け
た
上
で

自
院
が
ど
の
よ
う
な
機

能
を
持
っ
て
い
る
か
の

報
告
し
か
決
ま
っ
て
い

な
い
。
報
告
内
容
が
行

業
承
継
の
課
題
と
し
て
、
売
り

手
側
で
は
後
継
者
を
探
す
方
法

も
相
談
す
る
相
手
も
い
な
い
、

買
い
手
側
で
は
譲
渡
希
望
価
格

が
合
わ
な
い
な
ど
を
挙
げ
、
自

社
の
Ｍ
＆
Ａ
の
流
れ
を
基
本
に

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
へ
依

頼
す
る
場
合
の
注
意
点
や
活
用

点
を
解
説
し
た
。
注
意
点
と
し

て
、
契
約
方
式
が
依
頼
し
た
仲

介
会
社
と
の
み
Ｍ
＆
Ａ
を
進
め

る
専
任
契
約
か
、
複
数
の
仲
介

会
社
と
契
約
で
き
る
非
専
任
契

約
か
確
認
す
る
必
要
性
を
強

調
。
活
用
点
と
し
て
、
譲
渡
価

格
評
価
に
よ
っ
て
自
院
の
価
格

　はじめまして。この度京都府保険医協会
に入局いたしました、福井遊と申します。
　前職ではＩＴ関連の業務に携わり、パソ
コンやネットワークのトラブル対応、ソフ
トウェアの導入支援、データベースの管理
など、職場のＩＴ環境を支える仕事をして
まいりました。
　そうした経験を通して、スムーズな業務
を支える仕組みづくりの大切さや、裏方と
して職場全体の動きを支える役割にやりが
いを感じるようになりました。
　今後は、これまでに培った知識と経験を
活かしながら、協会内のＩＴ環境の整備や
運用だけでなく、事務をはじめとした業務
にも積極的に関わっていきたいと考えてお
ります。
　さまざまな場面で周囲と連携し、必要と
される存在になれるよう努力を重ねてまい
ります。まだまだ学ぶことも多く、至らぬ
点もあると思いますが、一つひとつ丁寧に
取り組みながら、信頼していただけるよう
努めてまいります。これからどうぞよろし
くお願いいたします。 （ふくい ゆう）

　はじめまして。総務部会の山村絢音で
す。宮崎県出身で、４月に入局しました。
現在は協会会員の入退会管理や勤務医対策
などを担当しています。
　大学時代は資格取得とアルバイトに力を
入れました。資格取得では医療・社会保障
分野に関する学びを深め、診療情報管理士
と医療事務技能審査試験（メディカルク
ラーク）の資格を取得しました。また、喫
茶店で４年間アルバイトを続け、地域のお
客さまとの交流を深めた結果、想いのこ
もった接客対応ができるようになり、優秀
スタッフとして表彰されたこともありま
す。
　プライベートではパン作りやお菓子作り
を楽しんでおり、最近はお弁当や作り置き
レシピのレパートリーを広げることに挑戦
しています。
　今後は大学時代に習得した知識と常に学
び続ける姿勢を大切に、「保険医協会の窓
口」のような存在になれるよう努力してい
きたいと思います。よろしくお願いいたし
ます。 （やまむら あやね）

事務局員２人が４月１日に入局しました
新 入 事 務 局 員 紹 介

経
営
部
会福

井
　
遊

総
務
部
会山

村
絢
音

政
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
、
そ
れ
を
基
に
患
者
が
か
か

り
つ
け
医
を
選
択
す
る
流
れ
に

な
る
だ
ろ
う
。
引
き
続
き
情
報

収
集
と
提
供
に
努
め
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
最
後
に
、
相
楽
医
師
会
の
下

里
副
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ

で
終
了
し
た
。

国
民
に
ど
う
理
解
を
広
め
る
か

か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
の
狙
い
は

相
楽
医
師
会
と
懇
談

３
月
22
日
　
ホ
テ
ル
日
航
奈
良

　
協
会
は
第
三
者
承
継
・
閉
院

セ
ミ
ナ
ー
を
3
月
13
日
に
Ｍ
＆

Ｄ
保
険
医
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
※
と

共
催
で
ウ
ェ
ブ
併
用
で
開
催
し

た
。
参
加
者
は
17
人
。

　生保６社による安定重視の運用・リスク分散で、安心の積
立ができます。毎年の決算で積立額を確定し、価格変動のリ
スクを受けません。老後資金として最長80歳まで積立でき
るのはもちろん、学資やリフォームなどで資金が必要な時に
は、一部または全額を一時金として受け取ることもできます。

申込締切 6月20日（金）保険医年金

予定利率 1.202％（2025年 1月 1 日現在）

引受保険会社：大樹生命　明治安田生命　太陽生命　富国生命　日本生命　第一生命

加入
資格 満74歳までの協会会員（月払増口・一時払の申込は満79歳まで ）
加入
口数

月　払  1口　1万円　30口限度（30万円／月）
一時払  1口 50万円　1回につき40口（2,000万円）まで

お手頃な掛金で、安心の上乗せをしませんかお手頃な掛金で、安心の上乗せをしませんか
申し込みは健康状態等の告知のみ申し込みは健康状態等の告知のみ

※毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

●  万が一の場合の死亡・所
定の高度障がいを保障。

● 保険金は500～6,000万円
から選択できます。

年齢により
加入できる
保険金額は
異なります

配当率17.29%（2023年度実績）
※ 年間保険料に対する割合

加入例

●死亡保険金額　3,000万円
●保険料（月額）
　40歳男性　3,300円
　40歳女性　2,760円

（配当金のお受け取りで実質の保険料負担はさらに減ります）

生命保険グループ保険グループ保険 告知内容に
よっては告知
書の提出と診
査が必要な場
合があります。

出
席
者
35
人
で
開
催
さ

れ
た
相
楽
医
師
会
と
の

懇
談

2 0 2 5 年 (令和 7年) 5 月 1 0 日第 3 1 9 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



「保険で良い歯科医療を」京都連絡会 市民講演会

施
設
基
準
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
掲
載

A

519519

口
くち

トラブルの救世主！
あなたの知らない ～唾液のチカラ～あなたの知らない ～唾液のチカラ～

金
融
共
済
委
員
会

（
4
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
4
件
、
加
入
2
件
を
審

査
し
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

日時

場所

講師

6 月14日（土）
15時～16時30分
京都経済センター3階【3-F】
（京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地）

※現地参加のみ

有賀 千佳氏
（日本歯周病学会認定歯科衛生士）

６月19日（木）14時～16時
①保険基礎知識　
②審査の仕組み・基礎知識

場　所
京都府保険医協会・
会議室またはウェブ
参加費 無料（要申込）

スタッフ研修
にご活用を 保険講習会

６月25日（水）14時～16時
在宅医療点数の基礎知識―在宅医
療を始める前に―  ＋個別相談会

5 月28日（水）14時～16時
①医療法立入検査対策
②新規個別指導対策

７月18日（金）14時～16時
①診療所で起きる医事紛争初期
対応、②労災補償保険、自賠責
保険の基礎知識

A

C

D

B

申込締切申込締切
6 月13日（金）6 月13日（金）

ど
な

た
もご参加い けます

ど
な

たで
もご参加いただけます

Ｑ
、
24
年
6
月
改
定
で
多
く

の
点
数
の
施
設
基
準
で
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
が
必
要
と
な

り
、
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た

が
い
つ
ま
で
か
。
ま
た
、
対
象

の
点
数
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
、
経
過
措
置
は
25
年
5
月

31
日
ま
で
で
す
。
対
象
の
点
数

を
算
定
し
て
い
る
場
合
は
5
月

　
戦
時
中
、
日
本
の
軍
隊
の
最
高

司
令
部
で
あ
る
大
本
営
は
、
撤

退
・
敗
退
を
「
転
進
」、
全
滅
を

「
玉
砕
」
と
発
表
し
、
美
辞
麗
句

で
敗
色
を
ご
ま
か
し
て
い
た
。

　
現
代
の
日
本
で
も
、
ま
や
か
し

の
用
語
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。

　
代
表
格
は
、
公
的
年
金
の
「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
で
あ
る
。

　
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
人
は
、
物

価
や
賃
金
の
伸
び
に
合
わ
せ
、
年

金
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
か
な
、

と
い
う
印
象
を
抱
く
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
発
動
は
、
年
金
支
給
額
を

抑
え
込
む
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
毎
年
度
の
年
金
額
の
改
定
は
、

前
年
の
物
価
上
昇
率
（
年
平
均
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
）
を
基
本

に
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
賃
金
変
動

率
（
4
年
度
前
〜
2
年
度
前
の
3

年
間
を
平
均
し
た
名
目
手
取
り
賃

金
変
動
率
）
が
低
い
と
き
は
、
賃

金
変
動
率
を
用
い
る
。
こ
れ
だ
け

で
も
給
付
抑
制
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
公
的
年
金
被
保
険
者

数
の
変
動
と
平
均
余
命
の
伸
び
を

も
と
に
、
年
金
財
政
の
維
持
の
た

め
に
、
ア
ッ
プ
率
を
減
ら
す
の
が

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
2
0
0
4
年
度
に

法
定
さ
れ
、
15
、
19
、
20
、
23
、

24
、
25
年
度
に
発
動
さ
れ
た
。

25
年
度
（
今
春
）
の
年
金
額
改

定
で
は
、
物
価
変
動
率
が
2
・
7

％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
賃
金
変
動

率
が
2
・
3
％
な
の
で
、
後
者
を

使
っ
た
。
そ
こ
か
ら
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
率
0
・
4

％
を
差
し
引
い
て
、
1
・
9
％
の

引
き
上
げ
に
と
ど
め
た
。

　
物
価
上
昇
よ
り
低
い
引
き
上
げ

幅
に
抑
え
込
む
の
だ
か
ら
、
年
金

受
給
者
の
生
活
水
準
は
下
が
る
。

　
制
度
の
本
質
を
表
現
す
る
な
ら

「
マ
ク
ロ
財
政
ブ
レ
ー
キ
」
と
で

も
言
い
換
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
医
療
や
介
護
の
世
界
で
使
わ
れ

る
用
語
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
た
と
え
ば
「
抑
制
」。
患
者
の

自
由
な
動
き
を
制
限
す
る
と
い
う

意
味
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
帯
、
ひ
も
、
ミ
ト
ン
、
つ
な
ぎ

服
、
車
い
す
ベ
ル
ト
と
い
っ
た
道

具
で
物
理
的
に
制
限
す
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
薬
剤
を
投
与
し
て
化
学

的
に
制
限
す
る
こ
と
も
あ
る
。
言

葉
に
よ
る
心
理
的
抑
制
も
あ
る
。

　「
拘
束
」
と
い
う
言
葉
の
響
き

が
キ
ツ
イ
か
ら
、
抽
象
的
な
用
語

で
あ
る
「
抑
制
」
を
使
っ
て
い
る

面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　「
拘
束
す
る
」
よ
り
、「
抑
制
す

る
」
の
ほ
う
が
、
や
る
側
の
抵
抗

感
は
少
な
く
て
済
む
。

　
身
体
拘
束
を
「
縛
り
つ
け
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
相
当
に
や

り
に
く
い
だ
ろ
う
。

　
精
神
科
領
域
で
は
「
非
自
発
的

入
院
」
と
い
う
用
語
を
使
う
人
々

が
い
る
。
国
際
的
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
一
つ
の
理
由
か
も
し
れ

な
い
。知
的
で
カ
ッ
コ
よ
さ
そ
う
、

と
い
う
感
覚
か
も
し
れ
な
い
。

　
措
置
入
院
や
医
療
保
護
入
院
は

本
人
の
同
意
を
得
て
い
な
い
か
ら

当
然
、
非
自
発
的
入
院
で
あ
る
。

　
で
は
、
本
人
の
同
意
を
得
て
行

う
任
意
入
院
は
ど
う
か
。

　
自
分
か
ら
入
院
を
希
望
す
る
人

は
少
な
い
。
家
族
や
医
療
従
事
者

か
ら
説
得
さ
れ
、
し
か
た
が
な
い

と
同
意
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
言
葉
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
後

者
の
〈
し
か
た
な
く
同
意
〉
も
非

自
発
的
入
院
に
あ
た
り
、
権
利
擁

護
の
手
だ
て
を
本
気
で
講
じ
る
べ

き
だ
が
、
そ
う
い
う
議
論
を
す
る

人
は
め
っ
た
に
い
な
い
。

　
結
局
、「
強
制
入
院
」と
い
う
キ

ツ
イ
言
葉
を
避
け
る
た
め
の
言
い

換
え
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
人
間
は
言
葉
で
思
考
す
る
。
し

か
も
言
葉
の
響
き
や
イ
メ
ー
ジ
で

受
け
止
め
る
。
た
か
が
用
語
、
と

侮
っ
て
放
置
し
て
は
い
け
な
い
。

（
30
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
咽
頭
痛
、
咳
、
痰
の

症
状
の
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
件

医
療
機
関
の
受
診
予

約
を
し
た
。そ
の
際
、

問
診
票
に
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ

ン
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
旨
を

入
力
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
本

件
医
療
機
関
に
問
診
票
が
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
送
ら
れ
、
医
師
が
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
で

き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
診
察
当
時
、
受
付
が
混
雑

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
当
該
患

が
発
症
し
た
た
め
、
翌
日
皮
膚

科
を
受
診
し
た
。

　
患
者
は
約
1
年
前
に
も
急
性

上
気
道
炎
で
本
件
医
療
機
関
に

受
診
歴
が
あ
り
、
当
時
の
問
診

票
に
も
お
そ
ら
く
ア
セ
ト
ア
ミ

ノ
フ
ェ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
の
記
載

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
本
件
医
療
機

関
は
数
カ
月
前
に
電
子
カ
ル
テ

に
移
行
し
、
事
故
当
時
、
紙
カ

ル
テ
の
内
容
が
電
子
カ
ル
テ
に

反
映
で
き
て
い
な
い
状
況
だ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
患
者

の
情
報
を
電
子
カ
ル
テ
上
で
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　
患
者
側
は
治
療
費
、
休
業
補

償
の
他
、
謝
罪
を
要
望
し
た
。

　
医
療
機
関
側
は
問
診
票
の
確

認
を
怠
り
、
ま
た
診
察
時
に
も

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
問
診
し

な
か
っ
た
の
は
過
誤
と
認
識
し

て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
患
者
が
事
前
に
問
診
票
に
て

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
に
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
る
旨
を
伝
え
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
医
師
が
問
診
票

を
確
認
せ
ず
に
ア
セ

ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
を

含
む
薬
剤
を
投
与
し
、
患
者
に

ア
レ
ル
ギ
ー
性
蕁
麻
疹
を
発
症

さ
せ
た
こ
と
は
過
失
で
あ
り
、

有
責
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
全
面
的
に
過

誤
を
認
め
て
、
賠
償
金
を
支
払

い
示
談
し
た
。

者
の
問
診
票
が
他
の
書
類
に
紛

れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
医
師
は

問
診
票
を
確
認
し
な
い
ま
ま
診

察
を
行
っ
た
。
医
師
は
患
者
に

発
熱
・
腹
部
症
状
も
な
い
こ
と

か
ら
急
性
上
気
道
炎
と
診
断

し
、
Ｐ
Ｌ
顆
粒
Ⓡ
3
・
0
ｇ
に

加
え
去
痰
剤
、
鎮
咳
剤
を
処
方

し
た
。
患
者
も
Ｐ
Ｌ
顆
粒
Ⓡ
に

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
服

用
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
蕁
麻
疹

必
ず
ア
レ
ル
ギ
ー
欄
の
確
認
を

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
196

ま
や
か
し
の
用
語
を
や
め
よ
う

医療機関経営情報
京都府 医療機関処遇改善等推進事業補助金
医療現場等の生産性向上、業務効率化や職場環境の改善、医療人材確保・
定着の基盤の構築への支援

申　請　期　限 6月30日（月）※郵送の場合は当日消印有効
対　　　　　象 病院・診療所、訪問看護ステーション
対　象　要　件 3月31日時点までに以下のいずれかの 

ベースアップ評価料を届け出ていること

 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）
 入院ベースアップ評価料（医科）
 訪問看護ベースアップ評価料（Ⅰ）

対象事業（複数可）※要実績報告
① ICT機器等の導入による業務の効率化
② タスクシフト／シェアによる業務効率化
③ 補助金を活用したさらなる賃上げ

補 助 基 準 額 病院・有床診療所（５床以上） 40,000円／床　
有床診療所（１～４床） 180,000円／施設
無床診療所 180,000円／施設
訪問看護ステーション 180,000円／施設

処遇改善等期間 ４月１日から2026年３月31日まで

31
日
ま
で
に
必
要
事
項
を
必
ず

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
下

さ
い
。
対
象
の
点
数
と
必
要
事

項
は
保
険
医
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
日
常
診
療
の
困
り
ご
と
を

解
決
」
の
『
保
険
診
療
上
必
要

と
さ
れ
る
〈
院
内
掲
示
事
項

（
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載

事
項
）〉』
に
ま
と
め
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
下
さ
い
。
点
数
の

隣
に
「
院
内
掲
示
：
〇
／
ウ
ェ

ブ
掲
載
：
〇
」
等
と
表
記
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
、
ウ
ェ
ブ
掲

載
が
〇
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

対
象
の
点
数
で
す
。
自
ら
管
理

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
な
い
医

療
機
関
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
な
く
て
も
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。

2 0 2 5 年 (令和 7年) 5 月 1 0 日 第 3 1 9 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）

62要予約要予約
（先着80人）（先着80人）

お申込は
こちらから

参加費
無料

詳細は協会
ホームページ
からご確認い
ただけます

お申込は
こちらから



杉
本
博
氏
（
享
年
94
、
宇
治

久
世
）
2
0
2
4
年
12
月
5
日

ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

第
5
回
と
な
っ
た
エ
ッ
セ

イ
冒
頭
に
そ
ぐ
わ
な
い

私
的
な
こ
と
を
述
べ
る
の
を
お

許
し
下
さ
い
。
ま
ず
京
都
市
立

病
院
整
形
外
科
前
期
研
修
か
ら

始
ま
っ
た
小
生
の
勤
務
医
キ
ャ

リ
ア
は
約
15
年
に
わ
た
る
兵
庫

県
立
尼
崎
病
院
・
静
岡
県
立
総

合
病
院
を
経
て
、
大
恩
師
・
森

英
吾
元
市
立
病
院
院
長
の
計
ら

い
で
再
び
市
立
病
院
の
医
長
に

赴
任
し
た
矢
先
、
産
婦
人
科
医

の
父
・
信
雄
の
M
L
の
発
症

な
ら
び
に
急
逝
に
て
あ
ま
り
予

期
し
な
か
っ
た
開
業
医
生
活
に

平
成
5
年
か
ら
入
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
約
31
年
余
り
、
阪

急
電
鉄
桂
駅
周
辺
で
整
形
外
科

を
始
め
身
近
な
医
療
を
担
お
う

と
突
っ
走
っ
て
来
た
が
、
今
と

な
っ
た
ら
十
分
な
地
域
貢
献
を

挙
げ
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た

と
思
え
て
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

で
本
来
、
小
生
の
父
が
長
男

た
め
飛
び
出
し
現
在
、
従
弟
の

信の
ぶ
英ひ

で
先
生
が
武
田
内
科
・
小
児

科
医
院
と
し
て
し
っ
か
り
守
っ

て
く
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
小
生
含
め
て
男

系
医
家
で
あ
る
武
田
家

が
現
在
ま
で
10
代
続
い
て
い
る

と
確
認
で
き
た
の
は
叔
母
の

故
・
幸さ

ち
子こ

さ
ん
が
供と

も
待ま

ち
と
呼
ん

で
い
た
部
屋
の
大
き
な
箱
の
中

に
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
有
名
画

家
・
原は

ら
在ざ

い
中ち

ゅ
うと
の
お
付
き
合
い

や
嵯さ

峨が

御ご

所し
ょ
か
ら
の
法ほ

う
眼げ

ん
位い

に

宣
示
さ
れ
た
記
録
等
が
記
さ
れ

た
数あ

ま
多た

の
古こ

文も
ん
書じ

ょ
を
解
読
さ
れ

た
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
武
田
家
系
譜
は
1
7
0
3

年
、智ち

照し
ょ
う
院い

ん
の
子
息
で
あ
っ
た

京
都
か
ら
の
初
代
、
大だ

い
覚か

く
寺じ

門も
ん

跡ぜ
き
（
皇
族
・
公
家
が
住
職
を
務

め
る
特
定
の
寺
院
）
附つ

け

の
寺じ

侍ざ
む
ら
い・
武
田
信の

ぶ

澄す
み

か
ら
始
ま
り

信の
ぶ
定さ

だ
、
信の

ぶ
重し

げ
（
医
業
を
確
認
で

き
た
の
は
3
代
目
信
重
か
ら
）、

信の
ぶ
翼よ

く
、
信の

ぶ
立た

つ
、
信の

ぶ
成な

り
、
信の

ぶ
壽じ

ゅ
、

信の
ぶ
み
つ三（
祖
父
）、
信の

ぶ

雄お

・
信の

ぶ

次つ
ぐ

（
実
父
・
叔
父
9
代
）
に
つ
な

が
り
、
当
代
で
約
3
0
0
年
余

と
な
る
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
で
武

田
信し

ん
玄げ

ん（
晴は

る
の
ぶ信
）と
の
関
わ
り
は

全
く
定
か
で
は
な
く
小
生
の
妄

想
に
つ
き
笑
止
千
万
と
一
蹴
さ

れ
る
の
が
オ
チ
だ
が
、
恐
ら
く

明
治
期
の
創
作
だ
ろ
う
所
在
不

明
の
父
が
所
有
し
て
い
た
巻
物

の
家
系
図
を
垣
間
見
た
記
憶
か

ら
、
嘘
か
誠
か
信
玄
直
系
長
男

で
あ
る
武
田
義よ

し
信の

ぶ
の
可
能
性
も

こ
で
芳
年
と
の
接

点
が
出
て
く
る
の

だ
が
、
と
も
に
一
魁
斎
と
号
す

る
余
り
見
な
い
凄
ま
じ
い
武
者

絵
で
あ
る
勝か

ち
戦い

く
さ「
武た

け
田だ

勇ゆ
う
士し

血け
っ

戦せ
ん

之の

図ず

」（
横
3
枚
続
き
図

1
）
と
負ま

け
戦い

く
さと
思
わ
れ
る

芳
年
が
描
い
た

武
田
家
・
御
先
祖
様
？
の
戦
い

捨
て
が
た
い

よ
う
だ
。
信

玄
の
妻
、
つ

ま
り
義
信
の

母
は
三さ

ん
条じ

ょ
う

内な
い

大だ
い
臣じ

ん
（
天
皇

の
側
近
に

あ
っ
て
補
佐

す
る
宮
中
官

職
）
公き

ん
頼よ

り
の

娘
で
あ
り
京

都
に
縁
が
深

い
。
故
に
義

信
の
子
孫
や

一
門
が
公
家

で
あ
る
三
条

家
を
頼
っ
て

都
に
来
て
も
不
思
議
で
は
な
い

と
愚
考
し
て
い
る
。
や
っ
と
こ

武田 信巳（西京）第5幅

月
つき

岡
おか

芳
よし

年
とし

の魅力
最後の浮世絵師

だ
っ
た
の
で
上
桂
の
実
家
を
継

ぐ
べ
き
だ
っ
た
が
、
有
床
の
産

婦
人
科
医
院
を
桂
で
開
業
し
た

　診療報酬や医療制度改定は医療機関の経営に影響を及ぼし、開業＝安泰とは言
えない時代になっています。他院の工夫例を学び、今後の医院経営をご一緒に考
えましょう。

日　時   ５ 月24日（土） 16時～18時 （交流会18時15分～）
場　所  京都府保険医協会・会議室
講　演   ふくおかクリニックのマーケティング戦略

医療法人ふくおかクリニック院長　福岡 正平 氏
  ［質疑応答・意見交換］質問・自院の経験談など自由にご

発言下さい。ここでしかできない話ができるかも！？
交流会   18時15分～２時間

参加費 5,000円　隠れ酒場ともしび

（保険医協会入居ビルＢ１Ｆ）

診療経営研究会

お申込は
こちらから

※申込締切：
５月16日（金）

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・分かりやすく・ためになると毎回好評いた
だいている研修です。医療機関の勤務経験が少ない方を対象に、医療従事者に必
要な「接遇」「医療安全」「保険診療」の３分野の基礎をしっかり学んでいただけます。

1日目 5 月22日 （木） 14時～16時　　参加費 お一人1,000円 ※当日徴収

●医院・診療所での接遇マナー研修 （初級）

講師　㈱JAPAN・SIQ協会　中村 智恵子氏

2日目 5 月29日 （木） 14時～16時　　参加費　無料

❶  医事紛争から見た医療従事者としての心構え
講師　医療安全対策部会 副理事長　林 一資

❷  知っておきたい保険の基礎知識
講師　保険部会 理事　種田 征四郎

場　所  京都府保険医協会・会議室

　新しく医療機関に勤められた方の研修会診療所
対象

開業に向けたノウハウを詳しく・わかりやすく解説する講習会です。講師は京都
では屈指の開業支援を手掛けており、成功する開業の秘訣と開業後の運営まで実践
的対策をお伝えします。自身の開業経験からの医師の具体的なアドバイスも必聴で
す。最近増えている「第三者承継」や「医療法人化」をはじめ「診療報酬改定・開
業規制の影響」も解説します。
　「話だけでも聞いてみようかな…」という方のご参加もお待ちしています。

日　時   5 月25日（日） 10時～13時
場　所   京都府保険医協会・会議室
参加費　 無料　　非会員5,500円（当日入会時は無料）

新規開業を考える方の講習会

● 開業を成功に導くための秘訣～押さえておくべきポイント～

廣井増生税理士事務所 所長　廣井 増生氏
● 先輩開業医からのアドバイス
医療法人植園会すぎたに内科クリニック 院長　杉谷 義彦氏
●地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度の活用［解説］など

●個別相談(講習会終了後)

※個別相談をご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。
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（図2）月岡芳年「川中島大合戦山本道鬼討没之図」(号は一魁斎)

第３回 医療安全講習会

医療 A I 技術の普及と医療水準
日　時 5 月31日（土） 16時～17時30分
場　所  京都府保険医協会・会議室＋ウェブ
講　 師   創価大学法学部講師　船橋 亜希子 氏
講師コメント
　新しい医療技術、特に医療ＡＩ技術の普及は、医師
の法的責任にどのような影響をもたらすのでしょう
か。医療過誤裁判で過失の有無の判断に用いられる重
要な基準である「医療水準」に焦点を当て、医療過誤
に関する基本的な法的知識についてもお話しします。

お申込は
こちらから

　会員からの投稿を募集します。随筆（800字程度）、写真、絵、
短歌、詩などお好きなテーマで結構です。多くの投稿をお待ちし
ています。些少ながらお礼あり。締切は６月20日（金）。

銷夏特集への投稿募集

お申込は
こちらから
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（図1）月岡芳年「武田勇士血戦之図」(号は一魁斎)

※申込締切：
５月19日（月）

2 0 2 5 年 (令和 7年) 5 月 1 0 日第 3 1 9 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行

https://healthnet.
jp/paper_index/

過去のエッセイ連載は京都府保険医協会の
ホームページからカラーでご覧いただけます。


